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解

剖

事

教

室
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多

主主‘

部

下
肢
皮
静
脈

A
比
峻
解
剖
畢
上
甚
ダ
興
味
深
キ
モ
ノ
ナ
リ
。
然
Y
－
一
特
－
一
之

ν
ガ
研
究
ヲ
ナ
セ

Y
A
C
3
2
2己
氏
並
－
一
．
同
S
EEr－
氏
ノ

欧
洲
人
二
抗
プ
ノ
著
ア
Y
ノ
ミ
。
他
ノ
人
種
－
一
一
於
－
7

A

今
日
向
一

ツ
モ
知
Y
慮
ナ
シ
。
何
ツ
ア
余
A

日
本
人
－
一
就
ア
之
レ
ガ
統
計
的
観
察
ヲ
ナ

サ
ン
コ
ト
ヲ
志
シ
調
査
－
一
従
プ
事
一
年
鈴
、
其
ノ
油
竿
7
終
了
セ

Y

7
以
－
プ
蕊
－
一
其
ノ
概
略
ヲ
報
告
セ
ン
ト
欲
ス
。

材
料
A

日
本
人
成
人
屍
左
右
A
ロ
シ
ア
六

O
例
（
8
三
七
・
平
二
三
｝
ζ

u

v

－
ア
線
－
プ
本
数
室
－
一
於
－ア
得
タ
Y

モ
ノ
ナ

9
0
内
特
－
一
刻
川
叫
寸
汁
氏

液
注
入
ア
施
シ
タ
Y

モ
ノ
四
五
例
、
注
入
ヲ
施
サ
ザ
w
y

モ
ノ
一
五
例
ナ

y
。

第
－
巾
「
ザ
フ
エ
ナ
」
静
脈

小
「
ザ
ア
エ
ナ
」
静
脈
A

通
常
外
疎
ノ
後
側
一
一
一
於
ア
足
ノ
外
側
－
一
一
於
ケ
Y
静
脈
網
ガ
集
合
ジ
－
ア
一
幹
〈
五

O
例
）
、
若
ク
ハ
同
大
ノ

二
幹
（
四
例
）

ト
ナ

y
－
プ
始
？

y
。
後
者
ノ
場
合
．
二
幹
A

下
腿
後
面
ノ
略
ポ
中
央
－
一
於
ア
合
ス
。
又
稀
レ

ニ
A

猿
類
－
一
一
於
ケ
Y

（虞
田
氏
）
ガ
如
ク
内
牒
及

外
腺
ノ
後
側
－
一
一
於
タ
各
一
幹
ア
以
－
ア
始
マ

Y

毛
／
ア

y
（
六
例
）
。
此
ノ
雨
根
A

「
ア
ヒ
レ
タ
ス
」
腿
ノ
雨
側
－
一
泊
ヒ
互
品
接
近
シ
ッ
、
上

y
、

下
腿
後
面
ノ
略
ポ
中
央
－
一
一
於
F

プ
合
ス
。
而
ジ
e

ア
外
根
A

内
根
ヨ
凶
ノ
モ
常
ニ
多
少
強
大
ナ

y
。

倫
、
小
「
ザ
ア
エ
ナ
」
静
脈
A

其
ノ
走
路
ノ
途
中
ニ
於
’
プ
所
謂
島
形
成
ヲ
ナ
ス
モ
ノ
（
八
例
）
、
又
叢
賦
ア
ナ
ス
モ
f

（
一
例
）
ア

9
0



有
・
除
勧
恥
一
円
九
一
一
脈
伽
G

小
「
ザ
ア
エ
ナ
」
静
脈
A

通
常
下
腿
中
央
ノ
稿
々
上
部
－
一
於
ア
下
腿
筋
膜
中
－
一
入

y
其
ノ
層
間
ヲ
上
走
ス
（
之

v
ニ
閥

ス
グ
’
詳
細
A

之
レ
ヲ
他
日
ニ
譲
Y
）
。
而
ジ
ア
二

O
例
－
一
於
－
ア
A

夏
－
一
下
腿
上
告
部
－
一
炉
、
手
ノ
該
筋
膜
ノ
会
暦
ヲ
貫
ク
。

尚
一
例
－
一
一
於
－
プ
A

下
腿

ノ
殆
ド
全
長
－
一
一
日
一
リ
ア
筋
膜
ヲ
貰
ク
コ
ト
ナ
ク
皮
膚
ト
筋
膜
間
ヲ
上
走
セ

y
。
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0

0

0

0
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内
側
緋
腸
皮
紳
経
ト
ノ
聞
係
。
此
ノ
闘
係
A

極
メ
ア
多
様
－
一
ジ
ア
術
草
ニ
記
述
シ
得
ず
グ
モ
、
之
レ
ヲ
概
拡
シ
ア
逃
レ
バ
下
腿
上
宇
部
－
一
於

－プ
A

小
ー
ザ
ア
エ
ナ
」
静
脈
ガ
該
神
経
ノ
外
側
－
一
在
Y

モ
ノ
多
数
ヲ
占
メ
、
下
宇
部
－
一
於
ア
A

之
レ
ニ
反
シ
葉
ノ
内
側
－
一
在
グ
モ
ノ
多
数
ヲ
占

ム
。
又
静
脈
ノ
全
経
過
一
二日一

f
ア
紳
経
ノ
外
側
－
一

在
Y

モ
ノ
一
二
例
、
内
側
－
一
在
Y

モ
ノ
六
例
ヲ
見
y
o

0

3

3

0

0

2

3

0

0

0

0

・

大
「
d
y
m

ム
ナ
」
静
脈
ト
ノ
交
通
。
下
腿
一
一
於
－
ア
A

上
．
中
、
下
ノ
三
交
通
枝
ア
リ
。
其
／
方
向
、
上
交
通
枝
A

後
下
方
ヨ

y
内
上
・
万
戸
一
走

y
、
下
交
通
校
A

之
レ
ト
反
掛
ノ
方
向
即
チ
内
下
方
ヨ
リ
後
上
方
－
一
走

y
、
中
交
通
枝
A

殆
ド
地
平
－
一
走
y
。
然
レ

ド
モ
三
交
通
枝
ノ
何
レ
ア

毛
共
有
ス

Y

モ
ノ
A

一
回
毛
之
レ
ヲ
見
ズ
多
ク
A

只
業
ノ
一
ヲ
存
ス
。
郎
チ
上
交
通
枝
ノ

ミ
ヲ
有
ス

Y

モ
ノ
二
八
例
（
内
三
例
A

該
交
通
枝

ノ
大
「
ザ
フ
エ
ナ
」
静
脈
結
合
結
ガ
上
腿
下
1
1
部
－
一
、
一
例
A

上
腿
中
主
部

－一在

y
。
向
一
例

一一
於
ア
下
腿
上
1
q
部
－
一
－
プ
大
「
ザ
プ
エ
ナ
」
静
脈

ヨ
リ
ノ
斜
メ
後
上
！
万
四
一
向
ヒ
上
腿
下
1
1
部
ニ
ア
小
「
ザ

プ
エ
ナ
」
静
脈
－
一
結
合
ス

Y

毛
ノ
ヲ
見
Y
）。

中
交
通
枝
ノ
ミ
ヲ
有
ス
U
Y

モ
ノ

一一

例
。
下

交
通
枝
ノ
ミ
ア
有
ス

Y

モ
ノ
八
例
。
上
必
ピ
中
交
通
枝
ア
有
ス

Y

毛
ノ
七
例
（
内
一
例
A

上
交
通
枝
ノ
大
「
ザ
プ
エ
ナ
L
静
脈
結
合
鮎
ガ
上
腿
下

ー
ゴ
部
－
一
在

y
）
。
上
及
ピ
下
交
通
枝
ヲ
有
ス

Y

モ
ノ
三
例
。
雨
静
脈
問
ェ
著
明
ナ
Y
交
通
枝
ナ
キ
モ
ノ
三
例
ナ

y
。

上
腿
ニ
炉
、
－
7

A

小
「
ザ
フ
エ
ナ
」
静
脈
ガ
大
「
ザ

フ
エ

ナ
」
静
脈
ニ
蹄
流
ス
U

’
モ
ノ
（
後
ヲ
見
ヨ
）
ヲ
除
キ
ア
A

雨
静
脈
問
－
一
著
明
ナ
Y
交
通
ナ

シ。
コ
O

終
末
。
（
ご
主
流
ガ
膝
胸
静
脈
一
一
入
Y

モ
ノ
（
三
六
例
）
。
内
二
例
A

内
側
排
腸
静
脈
ヲ
介
ジ
ア
膝
胴
静
脈
－
一
入
y
。

（
二
）
小
「
ザ
ア
エ
ナ
」
静
脈
A

膝
胴
ノ
略
ポ
中
央
－
一
於
ア
同
大
ノ
二
枝
－
一
分

v
、
一
枝
A

直
チ
ニ
膝
胴
静
脈
－
一
入
リ
ノ
（
一
例
A

内
側
排
腸
静
脈

ヲ
介
シ
ア
）
、
一
枝
A

向
上
行
ジ
ア
上
腿
ノ
後
側
－
一
一
炉
、
ヶ
Y
深
静
脈
－
一
入
Y

モ
ノ
（
三
例
）
。

（
三
）
前
者
ト
同
様
、
小
「
ザ
プ
エ
ナ
」
静
脈
ガ
膝
胸
ノ
中
央
－
一
於
ア
同
大
ノ
二
校
ニ
分
レ
、

一
枝
A

碇
チ
エ
膝
胴
静
脈
－
一
入
Y

モ
（
二
例
？
内

第
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丸
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喜

多

七
一
丸
五
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第
参
放

二
六
五
）



第
五
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原
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七
五
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就

一ー
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ノ、
ム
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側
排
腸
静
脈
ヲ
介
し
て
プ
）
、
一
枝
λ

向
上
行
シ
上
腿
ノ
内
側
面
ヲ
前
上
方
－
一
斜
走
ぞ
ア
上
腿
下
工
3

部
（
て
一
例
コ
若
ク
A

上
主
部
（
三
例
）
－
一
於
F

プ

大
「
ザ
プ
エ
ナ
L
静
脈
－
一
入
Y

モ
ノ
（
五
例
）
。
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Giacomini調査
42.5% 57,5% 

政洲人 51例

K osin$ki調査
40,()% 54,5% 

敵洲人 124例

喜多調査
72,7% 27,3% 
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－プ
A
1
之
レ
ヲ

比
較
ス
Y

ニ
上
表
ノ
如
シ
。

向
庚
田
氏
ガ
晴
乳
動
物
ニ
就
－ア
得
タ
M
Y

成
績
ヲ
見
Y

－
一
、
猿
類
（
程
々
二
例・

其
他
ノ
猿
二
（
い
例
）
ニ
於
－
7

A

小
「
ザ
フ
エ
ナ
」
静
脈
A

線
ア
阿
川
骨
神
経
ノ
内
側

ヲ
経
－
プ
膝
胸
静
脈
ニ
入
山
y

、
之
レ
ュ
反
ジ
ア
犬

一
O
例
・
猫
一

O
例
及
ピ
家
兎

四
O
例

ニ
於
ア
A

随
行
小
「
ザ
フ
エ
ナ
！静
脈
A

綿
4

プ
腔
骨
紳
経
ノ
外
側
ヲ
経
d

プ

膝
胸
静
脈
－
一
入
y
。

2
5
JdJE
氏
及
ド

（
四
）
主
流
ガ
上
腿
ノ
後
側
－
一
於
ケ
U
Y

深
静
脈
－
一
入
Y

モ
ノ
（
七
例
）
。

（
玉
）
小
「
ザ
フ
エ
ナ
」
静
脈
A

膝
胸
ノ
上
部
－
一
於
－
ア
同
大
ノ
一
一
枝
－
一
分

v
、
一
枝
山
上
腿
ノ
後
側
－
一
於
ケ
Y
深
静
脈
－
一
入

y
、
一
枝
A

上
腿
ノ

内
側
面
ヲ
経
F

プ
上
腿
下
1
3
部
（
一
例
）
、
若
ク
A

上
1
1
部
（
二
例
）
ニ
於
－
プ
大
「
ザ
フ
エ
ナ
」
静
脈
－
一
入
Y

モ
ノ
（
三
例
）
υ

（
六
｝
主
流
ガ
大
「
ザ
プ
エ
ナ
」
静
脈
一
一
入
Y

モ
ノ
（
六
例
）
J

内
四
例
A

上
腿
ノ
後
面
及
ぜ
内
側
面
ヲ
経
ア
上
腿
上
1
3
部－一一於
47
大
「
ザ
フ
エ

ナ
」
静
脈
－
一
入
y
。
一
例
A

小
「
ザ
フ
エ
ナ
」
静
脈
ガ
膝
脳
一
一
逮
ス
Y

コ
ト
ナ
ク
下
腿
上
き
部
ノ
下
界
ヨ
リ
斜
メ
内
上
方
－
一
向
ヒ
下
腿
上
き
部
ノ

中
央
ニ
於
－
7
大
「
ザ
ア
エ
ナ
」
静
脈
－
一
入
y
。
一
例
A

下
腿
中
l
s
部
ノ
下
界
－
一
一
於
ア
同
大
ノ

二
枝
－
一
分
レ
、
一
枝
A

直
チ
ユ
一
斜
メ
内
上
方

－一向

ヒ
下
腿
上
1
3
部
ノ
中
央
－
一
於
，
プ
大
「
ザ
ア
エ
ナ
」
静
脈
－
一
入

y
、
一
枝
A

向
上
行
ジ
上
腿
ノ
後
面
及
ず
内
側
面
ヲ
純
ア
上
腿
中
1
3
都
ノ
中
央
－
－



於
－
ア
大
「
ザ
ア
エ
ナ
」
静
脈
－
一
入
y
o

第
二

大
「
ザ
フ
エ
ナ
」
静
脈

大
「
ザ
フ
エ
ナ
」
静
脈
A

在
来
ノ
成
書
－
一
記
載
セ
ク
Y

、
如
キ
車
純
ナ
Y
形
態
ヲ
有
ス
Y

モ
ノ
六

O
例
中
三

O
例
在

p
o
主
（
他
ノ
モ
ノ
A

走

路
ノ
途
中
二
一
於
ア
二
本
稀
レ
ニ
A

一
二
本
ト
ナ

y
－
ア
併
列
ジ
所
謂
重
複
セ

Y
形
態
ヲ
取
Y

モ
ノ
ナ

y
f今
其
ノ
部
位
抜
－
一
頻
度
ヲ
皐
グ
レ
バ
次
ノ

如
シ
。（
ご
下
腿
ュ
於
ア
二
本
併
列
セ
Y

屯
ノ
。
（
イ
）
下
腿
下
さ
部
ヨ
リ
下
腿
上
昇
マ
デ
二
例

（
二
）
上
腿
ニ
於
－
7

二
本
併
列
セ

Y

モ
ノ
。
（
イ
）
上
腿
下
工
3
部
ヨ
リ
ノ
卵
困
寓
直
前
マ
デ
四
例
（
ロ
）
下
腿
中
1
3
部
ヨ
リ
ノ
下
腿
上
界
マ
デ
三
例
。

（
ロ
）
上
腿
中
主
部
ヨ
リ
卵
国
語
碇
前
マ
デ
一

伊l
（
三
）
下
腿
ヨ

9
上
腿
－
一

一日一

yaア
二
本
併
列
セ
〆
モ
ノ
。
（
イ
）
下
腿
下
1
1
部
ヨ
リ
上
腿
下
1
3
部
マ
デ
一
例

1
3
部
マ
デ
一
例
（
A

）
下
腿
下
1
1
部
ヨ
リ
ノ
上
腿
上
支
部
マ
デ
一
例
（
本
例
A

途
中
－
一
於
手
ノ
交
叉
uv
－ア
8
字
形
ト
ナ
Y

）
（
－
一
）
下
腿
中
き
部
ヨ
リ

上
腿
下
支
部

マ
デ
一
例
（
ホ
）
下
腿
中
1
3
部
ヨ

y
上
腿
中
1
1
部
三
ア

一
例
（
へ
）
下
腿
中
λ
3
部
ヨ

y
卵
図
寓
直
前
マ
デ
一
例
（
本
例
プ
途
中
－
一

於
ア
吻
合
シ
－
プ
8
形
ト
ナ
ル
）
（
ト
）
下
腿
上
主
部
ヨ
9
上
腿
下
1
1
部
？
デ
二
例
（
チ
）
下
腿
上
1
1
部
ヨ

y
上
腿
中
1
3
部
三
ア
四
例
（
内
一
例

A

途
中
二
於
－
プ
吻
合
シ
－
7
9
形
ト
ナ
Y
）
（
リ
）
下
腿
上
告
部
ヨ
リ
卵
困
窓
夜
前
マ
デ
五
例
（
ヌ
）
下
腿
上
1
1
部
ヨ

y
二
本
ノ
億
股
静
脈

－一入

Y

モ
ノ
一
例
。

（
四
）
下
腿
中
1g
部
ヨ
リ
ノ
上
腿
中
工
ヨ
部
－
一
至
U
Y

マ
デ
殆
ド
同
大
ノ
三
本
ト
ナ
リ
テ
併
列
セ
Y

モ
ノ
一
例
。

（
五
）
下
腿
中

i
部
ヨ
リ
ノ
下
腿
上
界
？
デ
A

一
一
一
本
ト
ナ
リ
、
上
腿
下
1
1
部
ヨ
リ
卵
同
窓
夜
前
マ
デ
A

二
本
ト
ナ
リ
ア
併
列
セ
U
Y

モ
ノ
一
例
。

0

0

0

0

0

0

0

 

副
。ザ
フ
エ
ナ
1
静
脈
。
十
腿
下
部
ノ
前
及
ピ
内
側
面
ノ
静
脈
網
ガ
集
合
シ
ア
一
ノ
有
明
ナ
Y
静
脈
幹
ト
ナ
uJ
、
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